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１．はじめに  

 現在、わが国では、インフラの老朽化が深刻な問題となっており、今後それを支える人口の減少もあわせて

インフラの維持が懸念される。そのため、今後の建造物においては、長期的な耐久性を持たせることが重要で

ある。低熱ポルトランドセメントとフライアッシュを併用したコンクリート(LPC-FA 系コンクリート)は、既

往の研究 1)から耐久性が優れた材料の一つと考えられる。しかし、一般に用いる場合に、初期強度が低いとい

う問題がある。そこで、本研究は、高性能 AE 減水剤と硬化促進剤の併用により、初期強度を改善することを

目的に基礎的な研究を行なった。特にマスターイース(以下 ME)とマスターエックスシード(以下 MXS)の組

み合わせは、初期強度の改善に顕著な傾向を示した。 

実験は、LPC-FA 系コンクリートの初期強度改善を確認するため、まずはモルタルにより予察的な実験を行

なった。そして、モルタルによる試験結果を踏まえてコンクリートにより、石灰石微粉末と 2 種類の化学混和

剤の併用によるフレッシュ性状を確認した上で配合を決定し、圧縮強度試験を行なった。 

２．試験概要 

 本研究では、化学混和剤を高性能 AE 減水剤として ME、硬化促進剤として MXS を使用した。モルタルは

V ロート試験(JSCE F 512)と圧縮強度試験(JIS A 1108)を行なった。コンクリートは、スランプフロー試験(JIS A 

1150)と圧縮強度試験(JIS A 1108)を行なった。練り混ぜは、二軸強制型コンクリートミキサを用いた。 

３．配合設計  

 使用した材料について表 1 に示す。表 2,表 3 にモルタルとコンクリートのそれぞれの配合を示す。配合は、

OPC に高性能 AE 減水剤のみを加えた OPC-ME と OPC に高性能 AE 減水剤と硬化促進剤を加えた

OPC-ME-MXS および LPC に高性能 AE 減水剤と硬化促進剤を加えた LPC-ME-MXS の 3 種である。 

モルタルとコンクリートの共通条件は、W/B=50%,FA 置換率 30%としたことである。モルタルの配合は、

ME と MXS を C×3%の添加とし、LS を細骨材に対して 20%とした。コンクリートの配合は、ME の添加量を

OPC-ME-MXS で P×1.5%、OPC-ME で B×3%、および LPC-ME-MXS で P×1.25%とし、MXS を全て C×3%と

した。なお、LS/B=40%,s/a=55%とした。 
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表 1. 使用材料 表 2. 示方配合(モルタル) 

表 3. 示方配合(コンクリート) 
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４．流動性および強度評価  

 図 1 に V ロート試験とスランプフロー試験の結果を示す。モルタルのフレッシュ性状の評価は、V ロート

試験によりおこなった。結果は、高い流動性を 2 時間保持することが確認できた。コンクリートにおいては、

スランプフロー試験を実施し、同様に高い流動性を確認した。 

図 2 にモルタルの圧縮強度試験結果について示す。3 日強度は、OPC-ME-MXS の強度が最も高くなってお

り、LPC-ME-MXS がその半分程度の強度となった。7 日強度までは、同程度の割合で強度が増進し、28 日強

度では、OPC-ME-MXS が最も高強度で、LPC-ME-MXS が 50.7N/mm
2 と差が約 6N/mm

2 となるまでに強度増

進が確認できた。図 3 にコンクリートの圧縮強度試験結果を示す。3 日と 7 日強度は、OPC-ME-MXS が他の

配合に対して約 2 倍の強度となった。一方で LPC-ME-MXS は、OPC-ME と同等の初期強度が確認できた。

圧縮強度試験は 1 ヶ月および 3 ヶ月、1 年強度について引き続き実施予定である。 

５．まとめ  

 本研究から、以下の知見が明らかになった。 

1) ME と MXS を併用したモルタルは、高い強度を得られることが明らかとなった。コンクリートにおいて

も 7 日強度までの結果からは、従来よりも高強度となっていることが確認できた。 

2) モルタルにおいて 1 ヶ月材齢の OPC-ME-MXS は、OPC-ME よりも約 16N/mm
2 高い値となった。コンク

リートにおいても同様の傾向が確認された。この結果から MXS の初期強度改善効果は、非常に高いと考えら

れる。 

６．今後の課題  

圧縮強度は、長期材齢まで引き続き試験を実施しデータの比較を行い、強度発現改善の要因について、化学

的な根拠を検討する。今後は物質移動抵抗性や耐凍害性などの試験も実施していく。 
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図 3. 圧縮強度試験結果(コンクリート) 

図 1. V ロート試験およびスランプフロー試験結果 

図 2. 圧縮強度試験結果(モルタル) 
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